
 
公表用データシート 
 
業  種  航空 

取組分野 安全方針の周知徹底、見直し等 

テーマ 安全文化評価アンケートの実施 
取組の狙い 社員の安全意識の浸透・定着の度合いを把握・評価する 
具体的内容 １．全日本空輸株式会社(以下「ＡＮＡ」という。)では、具体的に捉え所

のない安全文化を目に見える形で評価するため、外部の専門機関で

ある社会安全研究所と協同で、ANA グループの安全文化をアンケー

トにより定量的に把握する仕組みを構築している。【別添参照】 

２．同アンケートの内容は、組織統率、責任関与、相互理解、危機意

識、学習・伝承、業務管理、資源管理、動機付けの８つの評価軸に

関する計４２の質問で構成され、これを３つの階層（組織全体の意思

決定に関わる立場、決定したことを機能させる立場、業務の実施者）

に対応した質問内容にして実施、評価している。 
同アンケート調査の結果を分析し、会社全体の、また、各階層毎の

安全に関する意識の状況を把握し、これらの結果から見出される課

題を抽出し、安全に関する取組みの見直し・改善に反映している。 
 
３．2009 年度は、第 1 回目で提起された問題点の改善を図り、ANA グ

ループ 41 社、約 28,000 人（外国人乗務員、派遣社員を含む）を対

象に 2 回目のアンケートを実施し、その結果に応じた施策を検討、実

施している。 
今後も本安全文化評価を定期的に実施し、社員の安全意識の浸

透・定着の度合いを把握・評価する予定であるとともに、アンケート内

容や、やり方についても継続的に改善していく予定である。 
 

取組の効果 専門の知見を有する第三者機関と協同で行うことにより、ＡＮＡグルー

プ全体及び各グループ企業、各部門毎に、より客観的な評価・分析を

行うことができる。 
事業者名 全日本空輸(株)  

連絡先：グループ総合安全推進室 グループ安全推進部 
電話 03-5757-5040  

 
 
 
 



 


